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高圧水素試験棟 C-FaTH2 (CERI Facility of Testing for High-pressure Hydrogen）
高圧水素に曝露された材料は、圧力、温度、減圧速度など種々の因子により異なる
劣化状況を示します。C-FaTH2では、広範囲･高精度の曝露条件制御による信頼性の
高い水素適合性評価を実現可能です。
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◆CERIの高圧水素特性評価（一例）

試験設計から一括対応しますので、まずはご相談ください
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減圧速度の違いによるゴム材料の劣化状況
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CERIが培ってきた技術・知見を活かし
水素サプライチェーンの上流から下流まで、
水素と材料の評価に幅広く対応します


